
昭和５６年（１９８１）

小貝川・高須地区

堤防決壊
決壊口

龍ケ崎市内

か せ ん ぼ う さ い

川の駅・防災教育展示室

★自分の命は自分で

★避難は最良の防災

★とにかく避難



 堤防が決壊するしくみとしては、基本的に３種類あります。ここでは、３種類について説明し
ますが、条件が複合して決壊する場合 や、堤防の下の基盤を透水しての決壊、構造物周
辺の異常で決壊する場合もあります。
 堤防決壊実験装置は、砂質土で作成したミニ堤防で、その決壊状況を再現するものです。

堤防が決壊するしくみ

洗掘による堤防の決壊
せんくつ

しんとう

浸透・漏水による堤防の決壊越水による堤防の決壊
ていぼう けっかい ろうすいえっすい



近年の豪雨と洪水と河川防災について
かって、局地的に降る異常豪雨を❝集中豪雨❞と呼ばれていましたが、近年規模

 が大きくなり❝線状降水帯❞と呼ばれ 被害も 増大しました。しかし、令和元年台風
 １９号では、異常豪雨が関東・東北の広域に及び多くの河川で 異常洪水 が発生　　　
 １４０ヶ所の堤防決壊となり、死者、被災者、避難者は無数に及んだ。

自然の脅威の前に、人の出来る事は限られているが、それでも、過去の 教訓か         
 ら学び、協力し合い、立ち向かう事に終わりはない。

何時、どのような豪雨・洪水が発生するか 分からないが、発生しないとは言い切　　　　　　
 れず、その時の為に 『心の準備』 『普段の心がけ』 『真剣な訓練』 などの 防災の　　　　
 心がけが必要です。　　“災害は忘れずに来る”

防災の心がけ ❝自(水)からの命は自(水)から守る❞

河川の水位情報 と 警戒レベル

防災の注意事項
【次ページ参照】
☆避難時に確認ではまに

あわない

▼「自分の命は自分で」

台風発生
▼テレビやラジオで予想進

路などの気象情報に注意

▼心の準備 スタート

▼さらなる台風の進行と共

に降雨量、水位等の情報

注意

▼日ごろの避難準備の再

確認

氾濫危険水位
◆レベル４(危険)発令 全員避難

◆広報車や行政の無線に注意

水防団(消防団)の活動

避難解除

●何もなくて良かったね。

▼氾濫危険水位

▼氾濫注意水位

▼水防団待機水

▼避難判断水位

２(注意)

５(氾濫)

１

４(危険)

３(警戒)

水 位

堤内地 堤外地 氾濫の発生

警戒

レベル

上記、河川の水位情報は、『越水』に関するものであり、『浸透漏水』『洗掘』について

も《決壊》の原因であるので、水防団(消防団)待機水位に始まり、氾濫注意水位では

出動して「堤防点検」を開始し、水位の上昇又洪水継続時間に伴い、点検レベルを

上げ、《堤体》の漏水、洗掘、越水などの異常をより早く発見して、『水防工法』の実施

により決壊を防止します。【堤防が決壊するしくみ】【水防工法】参照

氾濫注意水位
◆レベル２（注意）段階

◆気象庁から「大雨注意報」や「洪水注

意報」発表される

◆避難行動のスタート

避難判断水位
◆レベル３(警戒)発令 高齢者・要介

護者等避難

◆広報車や行政の無線に注意

氾濫の発生
◆レベル５(災害発生情報)発令
◆❝命を守るための最善の行動❞

行
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ふだんの水位

水防団待機水位

◆水防団出動



日ごろから心がけておくこと

わが家の防災メモ

雨の降り方の程度

災害情報の入手のしかた

◆身近に降る降雨現象表現なので、中小河川、市街

地では急激に氾濫するので避難のとき注意必要。

防災ハザード

マップの活用

ハザードマップの目的
①自宅の場所を確認

②避難場所を確認

③避難経路の確認

☆事前の確認が絶対

☆避難時ではまにあわない



避難時の心がけ

安否の確認方法 大雨・洪水に関する警報や注意報

災害情報の伝わり方 避難準備情報から避難指示

・水防活動で障害になるので

置かない。

雨音などで聞こえない場合あり

高さ事前にハザードマップで確認

避難指示（命令）

避難勧告

避難準備情報
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水の郷さわら

河川において洪水の時、水位上昇とともに堤防には越水、漏水、洗掘、亀裂、法崩れ、等の

現象が発生する場合があります。 この現象を放置すると拡大進行して堤防が決壊することに

なるので、その現象をより早く発見して拡大進行を止める為の工法を『水防工法』と言います。
『より早く発見する』 と 『水防工法』は河川では極めて重要な【防災】です。

水防工法

利根川水系では毎年１万人規模の参加に

よる水防演習が実施されます。

積

み

土

の

う

工

月

の

輪

工

洪水が堤防を超えないように土の

うを積む。

洪水がふき出た（漏水）所に土のうを

半月状に積み、水をためて抑える。
けずられたところ（洗掘）をシートで覆

い拡大を防ぐ。

洪水が堤防を越える時。 洪水が堤防にしみて、裏から出る時。 堤防が強い洪水にけずられた時。

川の防災

維持管理

大雨の時、洪水を安全に海に流す為に堤防等を日々巡視していて、洪

水の時、堤防に異常が発見されれば水防工法で対応するべく、水防演

習も実施して、堤防決壊氾濫を発生しないように管理しています。

堤防に異常があると決壊の原因になるので、日々巡回して異常発見に努め、堤防の草も護

岸の役割をする重要な物なので、強い草を育成するために草刈りを実施し、低水護岸などにも

異常がないか船からも巡視します。

堤防の点検を行います。 堤防の草刈りを行いま 船からも点検します。

漏水

決壊決壊

すいぼうこうほう

い じ かん り

決壊


